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第
一
一
二
回
入
学
式

校
長

石

田

正

人

式

辞
本
校
に
は
８
本
の
桜
の
樹

が
あ
り
ま
す
。
決
し
て
多
い

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
今
日

の
日
ま
で
風
に
吹
か
れ
て
も

雨
に
打
た
れ
て
も
必
死
で
咲

き
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
樹
齢
１
０
０
年
を
超

え
る
本
校
の
象
徴
で
も
あ
る

ク
ス
ノ
キ
が
、
今
日
の
日
を

待
ち
わ
び
て
い
た
か
の
よ
う

に
一
斉
に
芽
吹
き
始
め
ま
し

た
。本

日
、
第
一
一
二
回
入
学

式
を
挙
行
す
る
に
当
た
り
、

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
若
狭
弘
英

様
を
は
じ
め
、
御
来
賓
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
の

御
列
席
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す

た
だ
今
、
入
学
を
許
可
い
た
し
ま
し
た
２
０
０
名

の
皆
さ
ん
。
今
、
こ
こ
に
、
高
等
学
校
入
学
と
い
う

人
生
の
重
要
な
区
切
り
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
対
し

ま
し
て
、
高
松
農
業
高
校
の
教
職
員
を
代
表
し
て
心

か
ら
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
本
校
は
、
今
年
、
創
立
１
１
２
周
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
間
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
、
１
万
８

千
名
を
超
え
る
卒
業
生
を
輩
出
し
、
今
や
、
県
下
で

唯
一
の
農
業
科
の
み
を
持
つ
単
科
の
高
等
学
校
と
し

て
充
実
・
発
展
し
、
そ
の
名
は
、
生
徒
諸
君
の
各
種

研
究
や
部
活
動
の
活
躍
で
も
全
国
に
知
れ
渡
っ
て
い

ま
す
。
ど
こ
に
、
そ
の
よ
う
な
力
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
、
今
年
の
皆
さ
ん
の
よ
う
に
多
く
の
高

等
学
校
が
あ
る
中
、
本
校
を
志
願
し
、
入
学
し
て
き

た
生
徒
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
３
年
間
努
力
し
た
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。
本
校
の
５
つ
の
学
科
は
、
そ
の

ど
れ
も
、
今
春
の
一
般
入
試
の
志
願
倍
率
の
中
で
、

中
国
、
四
国
、
九
州
、
沖
縄
を
含
め
９
０
０
校
を
超

え
る
県
立
高
校
（
９
３
３
）
の
中
で
、
ベ
ス
ト

位
30

以
内
か
、
そ
れ
に
近
い
順
位
で
位
置
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
合
格
発
表
の
日
の
喜
び
や
、
今
日
の

感
激
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
大
き
な
夢
と
目
標
を
も

っ
て
、
高
校
生
活
の
第
一
歩
を
力
強
く
踏
み
出
し
て

。

、

、

、

欲
し
い
と
思
い
ま
す

そ
ん
な
中

本
校
は

今
年

戦
後

年
間
一
度
も
変
え
た
こ
と
の
な
か
っ
た
進
路

65

。

、

、

、

指
導
を
変
革
し
ま
す

そ
れ
は

こ
れ
ま
で

就
職

、

進
学
係
と
親
し
ま
れ
て
い
た
組
織
を
キ
ャ
リ
ア
就
職

キ
ャ
リ
ア
進
学
係
に
、
さ
ら
に
４
年
制
大
学
指
導
担

当
部
署
を
設
け
ま
す
。
そ
の
ね
ら
い
は
、
ど
ん
な
に

就
職
環
境
が
厳
し
く
て
も
「
自
分
の
力
を
発
揮
し
て

働
き
た
い
」
と
思
う

よ
う
な
力
を
身
に
付
け
さ

漲
る

み
な
ぎ

せ
た
い
。
ま
た
、
進
学
後
の
自
分
を
想
像
す
る
と
わ

く
わ
く
す
る
よ
う
な
「
上
級
学
校
」
へ
の
進
学
を
目

い
と
思
い
ま
す
。
幸
運
な
こ
と
に
、
こ
れ
ま
で
本
校
の

保
護
者
の
方
々
は
、
こ
の
こ
と
に
大
変
理
解
を
示
し
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
い
よ
い
よ
高
松
農
業
高
校
で
の

生
活
が
始
ま
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
本
校
で
の
高

校
生
活
が
希
望
に
満
ち
、
健
康
で
、
逞
し
く
、
幸
運
に

、

、

恵
ま
れ

何
よ
り
も
悔
い
の
な
い
高
校
生
活
を
送
ら
れ

３
年
後｢

良
い
高
校
生
活
だ
っ
た

」
と
心
か
ら
言
え
る

。

充
実
し
た
三
年
間
を
送
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
卒
業
式
ま
で
あ
と
１
０
５
６
日
、
冒
頭

に
申
し
上
げ
た
桜
や
ク
ス
ノ
キ
の
よ
う
に
、
明
る
く
た

く
ま
し
く
成
長
し
て
欲
し
い
と
願
い
な
が
ら
式
辞
と
い

。

た
し
ま
す

指
し
た
い
。
さ
ら
に

（
平
成

年
度
に
発
足
し

）
今

、

、

18

年
で
発
足
５
年
目
を
迎
え
る
勉
強
ク
ラ
ブ
と
い
う
本
校

独
自
の
学
習
シ
ス
テ
ム
で
、
ず
ば
り
４
年
制
大
学
進
学

を
目
指
す
進
学
体
制
を
確
立
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
で

す
。
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
が
高
校
生
活
を
始
め
る
に
当
た

り
、
大
切
な
こ
と
を
三
つ
お
話
し
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
ず
、
第
一
は
「
学
校
は
学
び
の
場
で
あ
る
」
と
言

う
こ
と
で
す
。
本
校
で
の
学
習
は
大
き
く
普
通
教
科
と

専
門
教
科
に
分
か
れ
ま
す
が
、
そ
の
何
れ
も
、
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
は
皆
同
じ
で
す
。
３
年
後
の
自
分
の
進
路
を

、

。

心
に
描
き
な
が
ら

取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す

先
生
の
話
に
耳
を
傾
け
、
ノ
ー
ト
に
書
く
一
文
字
一
文

字
が
、
確
実
に
皆
さ
ん
の
学
力
を
伸
ば
す
は
ず
で
す
。

ま
た
、
専
門
教
科
で
は
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
本
校
に
は
農
薬
を
一
切
使
わ
ず
イ
ネ

や
作
物
を
作
る
技
術
が
あ
り
ま
す
。
マ
ス
カ
ッ
ト
と
同

じ
色
や
香
り
で
、
し
か
も
、
皮
の
ま
ま
食
べ
ら
れ
る
ぶ

ど
う
を
作
り
ま
す
。
完
全
自
給
の
飼
料
で
良
質
の
卵
を

生
産
し
ま
す
。
一
台
何
百
万
も
す
る
測
量
機
器
を
使
っ

て
、
高
さ
や
距
離
や
角
度
を
瞬
時
に
測
定
し
ま
す
。
そ

し
て
、
農
業
や
食
品
業
界
の
人
、
誰
も
が
な
し
得
な
か

っ
た
画
期
的
で
、
し
か
も
安
心
・
安
全
な
食
品
を
開
発

し
て
い
ま
す
。

第
二
に

「
学
校
は
一
つ
の
社
会
で
す

」
高
等
学
校

、

。

は
義
務
教
育
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
一
層
そ
の
要

素
が
高
ま
り
ま
す
。
私
た
ち
は
皆
さ
ん
に
質
の
高
い
マ

ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
求
め
ま
す
。
本
校
は
、
こ
の
地
域
で

文
化
の
華
香
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
躍
動
し
、
こ
の
地
域
の

最
高
学
府
と
し
て
誇
り
あ
る
学
舎
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
で
、
地
域
の
人
た
ち
か
ら
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
取
り
分
け
備
中
高
松
駅
界
隈
の
本
校
生
徒
の

マ
ナ
ー
は
私
の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

第
三
は

「
学
校
は
楽
し
い
と
こ
ろ
」
だ
と
言
う
こ

、

と
で
す
。
し
か
し
、
享
楽
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
真

の
楽
し
さ
は
、
周
囲
の
人
と
協
力
・
協
同
・
協
調
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
す
。
何
よ
り
、

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
大
切
に
し
、
部
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
そ
の
他
の
自
主
活
動
に
も
大
い
に
参
加
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
生
涯
の
付
き
合
い
と
な

る
友
や
、
や
が
て
恩
師
と
呼
ば
れ
る
師
と
の
出
会
い
が

あ
る
で
し
ょ
う
。
何
事
も
積
極
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

受
け
身
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
生
徒
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
、
高
い
目
標
を
掲
げ
、
さ
わ
や
か
に
闘
志
を
燃
や

し
て
、
目
的
達
成
の
た
め
に
努
力
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
保
護
者
の
皆
様
へ
、
私
達
は
、
生
徒
の
皆

さ
ん
の
意
欲
や
努
力
す
る
心
を
育
て
な
が
ら
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
先
程
、
卒
業
生
が
１

万
８
千
人
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
本
校
生
徒
の
保
護

者
と
し
て
関
わ
っ
て
い
だ
い
た
方
も
同
数
以
上
お
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
校
に
は
春
・
秋
と
ふ
れ
あ
い

市
も
あ
り
、
保
護
者
の
方
に
来
て
い
た
だ
く
機
会
を
度

々
設
け
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
活
発
で
す
。
授
業

中
の
生
徒
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
も
見
て
い
た
だ
き
た

平
成

年
度
末
異
動
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お
世
話
に
な
り
ま
し
た

転
・
退
任
者

長
谷
川
真
由
美

先
生

期
間
満
了

清
水
政
彦

先
生

玉
島
高
校
へ

西
澤
瑞
枝

先
生

烏
城
高
校
へ

小
橋
真
紀

先
生

瀬
戸
高
校
へ

松
本
桂
三

先
生

定
年
退
職

山
村

修

先
生

瀬
戸
南
高
校
教
頭
へ

三
輪

貴

先
生

県
教
育
庁
指
導
課
へ

石
塚
良
太

先
生

久
世
高
校
へ

北
田
弘
明

先
生

笠
岡
工
業
高
校
へ

佐
野
敏
樹

先
生

長
期
専
門
研
修
へ

山
本
恭
輔

総
括
副
参
事

邑
久
高
校
事
務
長
へ

山
口

礼

さ
ん

期
間
満
了

飯
間
圭
一
郎

先
生

期
間
満
了

八
田
修
治

先
生

期
間
満
了

久
米
大
祐

先
生

期
間
満
了

杉
山
佳
宏

先
生

期
間
満
了

よ
う
こ
そ
高
農
へ

新
任
者

橋
本
美
砂
子

先
生

新
採
用

和
氣
正
義

先
生

倉
敷
中
央
高
校
よ
り

永
田
範
子

先
生

玉
島
商
業
高
校
よ
り

万
治

哲

先
生

興
陽
高
校
よ
り

山
本
正
日

先
生

新
見
高
校
よ
り

河
内
宏
介

先
生

新
採
用

西
原

誠

先
生

興
陽
高
校
よ
り

平
松

直

先
生

新
採
用

山
本
茂
樹

先
生

新
採
用

木
口
高
広

総
括
副
参
事

玉
島
高
校
よ
り

下
野
み
な
み

さ
ん

新
採
用

前
嶋
健
人

先
生

新
採
用

宮
内
伸
弥

先
生

新
採
用

赤
星
照
護

先
生

新
採
用

４月の行事
24(土)春のふれあい市

第 1 回 PTA 役員会・評議員会
25(日)創立記念日 同窓会総会
26(月)4/24 の振替休業日
30(金)１年生集団研修（閑谷学校）

５月の行事
7(金)生徒会・農業クラブ・家庭クラ

ブ総会
11(火)京山中との交流

農業クラブ県連役員総会
13(木)歯科検診
15(土)ＰＴＡ総会 ３年進路説明会
19(水)尿検査２次
20(木)１年校歌コンテスト

尿検査２次
23(日)測量士補試験
24(月)中間考査～ 28(金)
26(水)5/15 の振替休業日
28(金)救急法講習会
29(土)自閉症児との交流会

｢たかのう卵｣は、１日に約
。 、９００個産まれます 特徴は

配合飼料に緑餌･炭粉末･各種
有用微生物をブレンドした本
校独自の餌で育てた｢ボリス･

。ブラウン｣が産んだ紅卵です
生徒の愛情を加えて、ストレ
スフリーで元気に飼育してい
ます。安全で健康的な卵を作
っています。１パック(10 個
入)で２００円です。

 
高高高 農農農 ののの 逸逸逸 品品品    

活 動 報 告

おかやま蘭の祭典＆バラ・ガーデニングフェア２０１０
4/2 ～ 6

ﾌﾗﾜｰｱｰﾄ部門 ｵｰﾌﾟﾝｸﾗｽの部
「天・地・ラブ」 ー蘭源郷の美力ー
山陽放送賞(特別奨励賞) 2･3H 草花専攻生

中国高校大会・岡山県予選 4/17･18
、▽レスリング 団体 高松農４－３笠岡工

倉敷４ー３高松農(５月８・９日の中国大会
出場) 個人 50kg 級近藤３位、55kg 級谷
澤１位、60kg 級香山１位、96kg 級大平２位

▽ラグビー 準々決勝
高松農･城東 19 ー 32 関西

平成 22 年度春季岡山県高校軟式野球大会備前
地区予選 4/10

第２代表決定戦で、学芸館高校に、延長 11
回の裏、１ー０でサヨナラ勝利する。
（４月 24 日からの県大会に出場）

日
本
畜
産
学
会
で
優
秀
賞
受
賞

３
月

日
か
ら

日
に
、
東
京
の

28

29

明
治
大
学
内
で
行
わ
れ
た
日
本
畜
産
学
会
第
１
１

２
回
大
会
に
お
い
て
、
本
校
畜
産
科
学
科
３
年
の

小
家
畜
班
７
名
が
、
高
校
生
研
究
コ
ン
ク
ー
ル
部

門
で
、
最
高
賞
の
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
発
表

テ
ー
マ
は
「
自
給
飼
料
と
福
祉
ゲ
ー
ジ
に
よ
る
ニ

ワ
ト
リ
飼
育
に
つ
い
て
の
研
究

。
鶏
卵
の
自
給

」

率
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
で
す
が
、
そ
の
飼
料
の
自
給

率
は

％
以
下
で
あ
り
、
ま
た
狭
い
ゲ
ー
ジ
の
中

10

に
ニ
ワ
ト
リ
を
押
し
込
め
て
飼
育
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
こ
の
二
つ
の
課
題
に
つ
い
て
、
自
給

率
向
上
飼
料
へ
の
取
り
組
み
と
、
止
ま
り
木
や
産

卵
箱
を
確
保
し
た
福
祉
ゲ
ー
ジ
に
よ
る
飼
育
試
験

を
発
表
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
出
場
し
た

チ
ー
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ム
の
代
表
の
中
で
、
ま
た
畜
産
学
会
と
い
う
畜
産

専
門
の
場
で
、
堂
々
と
し
た
発
表
を
行
い
研
究
内

容
で
も
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。


